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５月５日、在ベルギー日本国大使館で、ベルギー在住の元 JET プログラム参加者６人と、林芳正総務大臣、日本・ベルギー
友好議員連盟メンバーである辻清人環境副大臣、原田直樹衆議院議員、高山聡史衆議院議員との懇談会が開催され、クレアパ
リ事務所も同席しました。
当日は、ALT（外国語指導助手）、CIR（国際交流員）、

SEA（スポーツ国際交流員）といったさまざまなポジ
ションで、石川県から高知県まで、日本各地で活躍し
た JET プログラムの元メンバーが集まり、交流を深
めました。
限られた時間ではありましたが、それぞれが派遣先

の地域で過ごした思い出や、帰国後も続く日本とのつ
ながり、日本語学習の難しさや奥深さについて語り合
い、和やかな懇談の場となりました。
クレアパリ事務所では、今後も JET プログラムを

通じ、日本と海外の相互理解と交流の促進に貢献する
人材を支援してまいります。さらに、所管国出身・在
住の JET 参加者間の交流や連携についても、引き続
き促進してまいります。

5 月 30 日、在中国日本大使館で、「日本の夏スポーツ・アウトドアイベント」が開催されました。本イベントは、夏に日
本で体験できるスポーツやアウトドアを紹介するもので、会場はキャンプ料理の試食や新潟県産米を使ったおにぎり作り体
験などを楽しむ来場者でにぎわいました。また、夏のスポーツ・アウトドアを体験できる日本の観光地を紹介するため、自
治体 PR ブースも設置され、クレア北京事務所は山梨県の活動支援で、同県のアウトドアスポーツや夏の観光情報などを発信
しました。ブースでは、パンフレット紹介、絵葉書の配布などを行い、抽選会の景品として山梨県の伝統工芸「甲州印伝」
の付箋を提供しました。
本イベントの応募者は多数となり、来場者は抽選で選ばれたそうで、日本やアウトドアに対して関心が高い中国の人々が

集まっていました。訪日経験のある人も多く、日本への関心が高い層に対して、山梨県の魅力を届ける良い機会となりました。
キャンプ漫画『ゆるキャン△』モデル地マップを見た複数の来場者からは、「ゆるキャンが好きだ、是非訪れてみたい」と

の声が上がったほか、作中に登場す
る「四尾連湖（しびれこ）」というロー
カルな地名を口にする人もいました。
また、「信玄公祭り」の絵葉書を配布
した際には「いつ頃開催される祭り
か」「何という武将か」などの質問が
あった一方で、家紋を見て「武田信
玄か」と言い当てる人もおり、「漫画」
や「武将」などのコンテンツへの関
心の高さもうかがえました。
今後も、日本に関心を持つ中国の

人々との交流を大切にしながら、自
治体の魅力を発信してまいります。

林総務大臣とベルギー元 JET の懇談会が開催されました

大使館イベントにて山梨県の魅力を PR！（活動支援）

山梨県ブースでの PR

懇談会終了後の集合写真

新潟県産米のおにぎり作りを体験する来場者

北京事務所

パリ事務所
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ロンドン事務所

5月 23 日、クレアロンドン事務所はドイツ・デュッセルドルフで開催された「日本デー」にブース出展を行いました。日本デー
は、日独友好を祝うことを目的として 2002 年に開始されたイベントで、23 回目を迎えた今年は天候にも恵まれ、過去最高と
なる約 70万人が来場しました。会場では、和太鼓や日本舞踊、コスプレファッション大会や音楽ライブが行われたほか、日本
文化を体験できるさまざまなブースの出展がありました。夜には日本の花火が打ち上げられ、夜空を華やかに彩りました。
当事務所のブースでは、地方自治体からご提供いただいたポスターやパンフレットを展示・配布し、地域の魅力発信を行いま

した。多くの人にお立ち寄りいただき、準備した資料のすべてが終了予定時刻前に配布終了となりました。特に、今後の訪日を
計画している人々からは、いわゆる「ゴールデンルート」以外
の観光地に関する情報や、アクセス方法、自然や伝統文化を
体験できるプログラムなどについて多くの質問が寄せられ、
訪日ニーズの多様化がうかがえました。
また、パンフレット配布終了後には、書道や折り紙のアクティ

ビティも行いました。こちらも多くの参加者でにぎわい、終
始行列ができるなど大盛況で、日本への高い関心や期待を改
めて感じる機会となりました。
クレアロンドン事務所では今後も、各種イベント事業など

を通じて、日本各地の魅力を多角的に発信してまいります。

５月 24日、オーストラリア・ビクトリア州の州都メルボルン市の東方約15㎞に位置するホワイトホース市で「ジャパンフェ
スティバル 2026」が開催され、約 5,500 人の来場者でにぎわいました。
クレアシドニー事務所はブースを出展し、各自治体から送付いただいたパンフレットや日本地図を活用しながら、日本各地の

魅力を PR しました。訪日経験のある人も多く、日本に対する好意的
な感想のほか、「前回とは違う場所に行ってみたいが、おすすめはど
こか」といった次の訪日を見据えた具体的な質問も多く寄せられ、訪
日旅行に対する旺盛な需要を実感しました。また、日本食の人気も高
く、好みの日本食を挙げた上で、それを楽しむのに適した地域や観光
地を尋ねる来場者も多く見られました。
会場内には、ホワイトホース市との姉妹提携 55周年を迎えた千葉

県松戸市の市民の人々が描いた絵手紙も展示され、両市の深い絆を感
じる機会ともなりました。
クレアシドニー事務所では、今後もオーストラリア・ニュージーラ

ンドにおける日本関連イベントへの出展などを通じて、日本各地の魅
力を積極的に発信してまいります。

フィリピン・セブ島で、5月 16 日・17 日に「Cebu Bon Odori 2026」（主催：セブ日本人会）が開催され、クレアシンガポー
ル事務所もブースを出展して自治体の魅力を発信しました。本イベントは 2014 年から開催されている日比最大級の文化交流イ
ベントで、今年は日比友好 70周年記念事業として開催され、2日間で延べ約 2万 5,000 人の来場がありました。当事務所のブー
スでは、自治体パンフレットを用いた地域の説明やけん玉の実演を通じて、各自治体の魅力や日本文化を紹介しました。また、
職員が浴衣を着用して日本文化をアピールしたほか、
自治体の PR グッズが当たるガラポン抽選会は長蛇の
列ができるほどの人気となりました。来場者の日本へ
の関心は非常に高く、既に複数の都道府県を訪れたこ
とがあるという人も多くいらっしゃいました。中には
まだ知られていない地域や観光スポットについて熱心
に質問される人もおり、日本各地の奥深い魅力への期
待の高さを改めて感じました。日比友好 70 周年とい
う節目の年に、両国の交流がさらに深まるよう引き続
き連携してまいります。

ドイツ「日本デー」に出展し、地方の魅力を世界へ発信しました！

ジャパンフェスティバル 2026 に出展

セブ盆踊り2026に出展しました！

クレアロンドン事務所出展ブース 書道コーナーの様子

絵手紙の展示

クレア職員が浴衣を着用しPRしている様子 会場の様子

クレアシドニー事務所のブースの様子

シンガポール事務所

シドニー事務所
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クレアでは、海外自治体の幹部職員を招聘（しょうへい）し、日本の地方自治制度や自治体施策への理解を深めるとともに、日
本と海外の自治体間の相互理解とネットワーク構築を促進する「海外自治体幹部交流プログラム」を毎年実施しています
（2027年度より「海外自治体幹部交流協力セミナー」から名称を変更）。
本プログラムは、日本の地方自治制度や地方行政の現状などについて学ぶ「東京セミナー」と、地方自治体を訪問し、施策に関

する説明や意見交換、関連施設の視察などを行う「地方交流プログラム」により構成されています。
受入自治体にとっては、自らの施策や地域の魅力を海外自治体の幹部職員に直接発信できるほか、海外自治体とのネットワーク

の構築や将来的な交流のきっかけづくりとしてもご活用いただ
けます。
なお、費用は原則としてクレアが負担し、受入時期やプログ

ラムの内容については個別に調整いたします。
詳細は今後ホームページなどでご案内しますが、ご関心のあ

る自治体のご担当者様は、交流親善課までご連絡ください。

問合せ先：
交流支援部交流親善課 
03-5213-1723　koushin@clair.or.jp

6月15日から16日にかけて、ワシントンD.C.とメリーランド州アナポリスで、「米国地方行政セミナー」を開催しました。本セミナー
は、米国の行政機構における連邦政府、州政府、地方政府の役割や相互関係について理解を深めることを目的として実施したものです。
今回は主な訪問先である米国国務省、メリーランド州長官事務所を紹介します。国務省では、日米関係の現状や今後の展望に

ついて意見交換を行い、外交分野のみならず、姉妹都市交流や人的交流などの草の根レベルの交流が、両国の強固な関係を支え
る重要な基盤となっていることを改めて認識しました。メリーランド州長官事務所では、地方自治体による国際交流が自治体間
のネットワークを構築し、人材・文化・経済など多様な分野での交流を促進することで、地域の発展と日米関係の深化に大きく
貢献していることを学びました。
今回のセミナーを通じて、米国の行政制度や政策形成の

仕組みに関する知見を深めるとともに、各機関の担当者と
の交流を通じて貴重な人的ネットワークを構築することが
できました。得られた学びや経験を、政策形成を含めた今
後の業務に生かしていきます。

６月４日から６月７日までソウル特別市で、韓国最大規模の観光展である第 41回ソウル国際観光博覧会が開催されました。
本展は、夏の旅行シーズンを前に約 400 の事業者が、500 ブース以上の規模で参加し、今年は「持続可能な長期滞在型旅行」
をテーマに、最新の旅行トレンドが紹介されました。
会場では、中国、ジョージア、エジプトなど世界各国が多彩な観光コンテンツを発

信しており、民族衣装や伝統楽器を用いたダンスや演奏も披露され、会場は終始活気
に包まれていました。
クレアソウル事務所では、日本の地方自治体の魅力を PRするとともに、韓国から

直行便が就航している空港をまとめたマップチラシを配布し、地方都市へのアクセス
の良さを紹介しました。また、当事務所のインスタグラム「トランドラン」をフォロー
した人を対象にガラポン抽選会や、けん玉体験といった参加型イベントを実施し、け
ん玉体験では、成功者が出るたびに歓声が上がるなど大変な盛り上がりを見せました。
来場者との交流を通じて、日本の地方都市を訪れた経験がある人や、次の旅行先と

して地方都市を検討している人が多く、地方都市への関心の高さを実感しました。今
後も日本の地方自治体の魅力発信に努め、さらなる誘客促進に取り組んでまいります。

米国地方行政セミナーを開催

第41回ソウル国際観光展にブース出展しました！

国務省にて記念撮影

ブース出展時の様子

メリーランド州長官事務所にて記念撮影

2025年度ロンドンセミナー
視察の様子

2025年度シドニーセミナー
受入自治体説明の様子　

交流支援部
2027 年度「海外自治体幹部交流プログラム」の受入自治体を募集します！

ソウル事務所

ニューヨーク事務所

HP
二次元
コード
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自治体国際化協会（クレア）の海外事務所では、各国・地域におけ
るネットワークと知見を活用し、自治体の海外プロモーションや販路
開拓、インバウンド（訪日客）誘客を支援しています。具体的には、
海外での旅行博や物産展の出展支援やクレア海外事務所による広報・
PR、SNSの情報発信など、多彩な事業を実施しています。
これらの事業を活用することで、「単独で海外イベントに出展する

のはハードルが高い」「現地との調整や運営に不安がある」といった
自治体でも、負担の少ない形で海外への PR に取り組むことができ
ます。
さらに、海外での活動にあたっては、現地機関との連絡調整やア

ポイント取得、イベント運営支援などのサポートを利用できます。
海外販路開拓やインバウンド（訪日客）誘客を検討している自治体

の皆様はぜひご活用ください。
各事務所で実施している経済活動支援の詳細は、経済交流課のホー

ムページで紹介していますので、ご覧ください。
https://economy.clair.or.jp/activity/office/

「豪州多文化主義政策交流プログラム」をメルボルンで開催します。このプログラムでは、人口の３割以上が海外生まれという多民
族国家オーストラリアで、関係者との意見交換や現場の視察などを通じて、オーストラリアの多文化主義政策に基づく行政や関係機関
の取り組みを学び、日本における多文化共生に対
応した地域づくりや、地域の国際化政策の企画
立案などに役立てることを目的としています。今
年は、教育、コミュニティー支援、福祉・医療、
雇用・就労支援、防災、情報伝達などに関する
施策や取り組みを展開する現地行政機関や教育
現場などを訪問する予定です。

研修期間：2026年 11月 16日（月）から
　　　　　11月 21日（土）（６日間）
申込期限：2026年８月 31日（月）

今年度の実施要領や昨年度までの報告書は、多文化共生課のホームページ（https://www.clair.or.jp/j/multiculture/jiam/
page.html）をご覧ください。そのほか、プログラムについて不明な点がございましたら、クレアシドニー事務所（MAIL：
mailbox@jlgc.org.au　TEL：＋ 61-2-9241-5033）までお問い合わせください。

４月 23日、オンライン（Zoomウェビナー）にて「全団体 JET プログラム担当者セミナー」を開催し、当日は 768人にご
参加いただきました。本セミナーでは、取りまとめ団体および任用団体の JET プ
ログラム担当者を対象に、JET プログラムの概要、事務手続き、異文化理解とハ
ラスメント防止など、JET プログラムに関する基本的な知識と情報をお伝えしま
した。新任担当者からは、「今後の流れが理解でき、不安が軽減した」との声が寄
せられました。
また、併せて開催した「JET-ALT 関係者セミナー」では、JET-ALT の具体的な

活動事例を紹介しました。さらに、JET-ALT との関わり方や効果的な声掛けなど、
日々の業務に直結する内容も取り上げました。JET-ALT 担当者からは、「新しい
ALT を迎える際の参考にしたい」との評価を頂きました。
参加者の皆様から頂いたアンケート結果を踏まえ、内容の一層の充実を図り、

来年度以降もより役立つセミナーとなるよう取り組んでまいります。

JET プログラム事業部
全団体 JET プログラム担当者セミナーを開催しました！

セミナー本部の様子

ビクトリア州政府多文化共生部による説明 ビクトリア州消防庁訪問時の集合写真

旅行博参加事業（シンガポール事務所）の様子

多文化共生部

クレア海外事務所が海外展開をサポートします！

「豪州多文化主義政策交流プログラム」参加者募集！

交流支援部


